
右
の
「
進
歩
的
な
学
生
」
の
な
か
に
佐
藤
忠
良
氏
（
昭
和
十
四
年
彫
刻
科
卒
）

が
居
た
。
「
美
校
時
代
を
語
る

11
」

(『
杜
』
第
五
号
。
平
成
三
年
十
二
月
、
東
京
芸

術
大
学
美
術
学
部
同
窓
会
）

に
よ
る
と
、
氏
は
五
、

六
人
の
仲
間
と
或
い
は
ジ

ッ

ド
、
ヴ
ァ
レ
リ

ー
、
ア
ラ
ン
の
著
書
、
高
村
光
太
郎
の
『
ロ

ダ
ン
の
言
葉
』
な

ど
を
読
ん
だ
り
、
或
は
ロ
ダ
ソ
の
弟
子
と
か
ブ
ー
ル
デ
ル
の
弟
子
と
か
が
来
る

と
質
問
を
試
み
た
り
し
、
い
ろ
い
ろ
な
研
究
会
を
衷
面
目
に
や
っ
て
い
た
が
、

極
く
自
然
に
社
会
主
義
や
共
産
主
義
の
国
で
は
芸
術
に
対
し
て
ど
う
い
う
考
え

方
を
も

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
に
行
き
当
た
り
、
文
胆
本
の
『
唯

物
史
観
的
芸
術
論
』
（
正
確
な
題
は
不
明
）
を
読
ん
だ
。
し
か
し
、

わ
か
ら
な

い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ

っ
た
た
め
、
代
官
山
の
同
潤
会
ア
パ

ー
ト
ヘ

著
者
を
訪

ね
て
質
問
し
た
り
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
人
が
共
産
党
員
だ
っ
た
ら
し
く
、
大

内
兵
衛
ら
が
逮
捕
さ
れ
た
人
民
戦
線
の
検
挙
の
際
に

一
緒
に
検
挙
さ
れ
、
氏
ら

本
校
生
の
こ
と
も
明
か
る
み
に
出
て
皆
拘
引
さ
れ
た
。
氏
自
身
は
党
員
で
も
な

け
れ
ば
、
そ
う
い
う
も
の
に
興
味
が
あ
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
が
、

卒
業
制

作
に
と
り
か
か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
十
四
年

一
月
の
十
八
日
に
練
馬
署
に
連
行
さ

れ
、
二
月
十
八
日
ま
で
拘
留
さ
れ
た
。
取
り
調
べ
中
、
唯
物
史
観
の
書
物
に
つ

い
て
、
「
売
っ
て
る
の
に
読
ん
で
、
何
で
悪
い
ん
で
す
か
？
」
と
聞
い
た
と
こ

ろ
、
刑
事
に

「ひ
と
り
で
読
む
の
は
い
い
け
ど
、
皆
で
読
む
の
は
い
け
な
い
」

と
言
わ
れ
た
と
い
う。

ま
た
、
思
想
が
悪
い
か
ら
こ
う
い
う
絵
が
好
き
な
ん
だ

と
言
わ
れ
て
モ
デ
ィ
リ
ア
ニ
の
画
集
ま
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
い
う。

昭
和
十
一＿一年
十

一
月
、
大
学
や
専
門
学
校
の
学
生
自
治
運
動
グ
ル

ー
プ
の
検

挙
が
開
始
さ
れ
、
学
園
か
ら
左
傾
活
動
が
一
掃
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
佐
藤
氏
ら

の
左
傾
活
動
と
も
言
え
な
い
よ
う
な
行
動
ま
で
阻
止
さ
れ
、
し
か
も

一
カ
月
も

拘
留
さ
れ
る
よ
う
な
時
代
が
到
来
し
た

の
で
あ
る
。

⑬

東
京
美
術
学
校
同
窓
会

昭
和
十
四
年
―――
月
十
日
、
本
校
卒
業
生
の
組
紙
で
あ
る
東
京
美
術
学
校
同
窓

会
が
設
立
さ
れ
た
。「
今
次
事
斐
下
に
あ
り
て
全
國
各
地
方
に
遍
在
せ
る
卒
業
者

と
母
校
と
の
間
に
於
け
る
連
絡
緊
密
を
要
望
す
る
磐
は
、
日
に
月
に
昂
ま
り

つ

4

あ
る
の
欣
態
に
鑑
み
」
（
「発
刊
の
辞
」
会
長
芝
田
徹
心

『東
京
美
術
学
校
同
窓
会

会
報
』
第
一
巻
第

一号。

昭
和
十
五
年
三
月
）
て
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
会
長

は
本
校
校
長
、
事
務
所
は
本
校
内
に
置
か
れ
、
印
刷
用
紙
入
手
困
難
の
折
り
か

ら
、
翌
十
五
年
に
上
記
の
会
報
が
創
刊
さ
れ
た
。
倅
か
十
六
ペ
ー
ジ
の

冊

子

で
、
編
輯
兼
発
行
人
は
鎌
倉
芳
太
郎
。
内
容
は
上
記
芝
田
会
長
の

「
発

刊
の

辞
」
、
応
召
会
員
氏
名
（
百
七
名
）
、
戦
死
者
報
告
(
+
一
名
）
、

戦
地
通
信
、

会
員
移
動
、
東
京
美
術
学
校
創
立
当
時
回
顧
録

H
、
土
柄
醇
一
著
「
戦
乱
の
巴

里
を
逃
れ
て
」
、
同
窓
会
記
事
（
会
則
、

会
費
納
入
者
名
錨
）
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
同
窓
会
の
活
動
は
本
誌
一

冊
を
刊
行
し
た
こ
と
を
除
い
て
不
明
で
あ

る。
⑭

教

育

振

作

昭
和
十
二
年
の
日
中
戦
争
開
始
以
後
、
臨
戦
体
制
確
立
の
必
要
か
ら
国
家
総

動
員
法
が
公
布
（
翌
十
三
年
四
月
）
さ
れ
、
ま
た
、
文
部
省
に
は
教
学
局
（
同

十
二
年
七
月
設
置
）
と
教
育
審
議
会
（
同
年
十
二
月
）
が
置
か
れ
、
思
想
、
文

化
、
教
育
の
全
面
的
統
制
が
実
施
さ
れ
始
め
た
。
こ
れ
と
関
連
し
て
同
十
四
年

五
月
に
本
校
は
教
育
振
作
の
具
体
的
方
策
に
関
す
る
報
告
書
の
提
出
を
求
め
ら

れ
た
が
、
そ
の
報
告
書
の
控
え
が
現
存
す
る
の
で
、
左
に
掲
載
す
る
（
〔〕

は

文
部
省
の
質
問
条
項
）
。
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〔
一
、
其
ノ
學
校
ノ
教
育
振
作
二
閲
シ
如
何
ナ
ル
黙
ヲ
重
視
ッ
居
レ
ル
ャ
並
ニ

之
ガ
趣
旨
徹
底
ノ
為
講
ゼ
ル
具
体
的
措
置
如
何
〕

一
、
教
育
の
振
作
に
関
し
て
は
常
に
人
格
の
陶
冶
を
念
と
し
特
に
國
民
思
想

の
涵
森
に
留
認
す

り
入
學
宜
誓
式
は
全
教
官
列
席
の
上
極
め
て
巌
格
な
る
形
式
を
採
り
入
根

者
毎
に
校
長
に
到
し
別
紙
宣
苔
文
を
朗
誼
署
名
の
後
提
出
せ
し
め
右
終

り
て
校
長
よ
り
生
徒
の
本
分
國
民
の
義
務
を
強
調
訓
示
す

＠
校
長
の
入
學
者
引
見
各
科
毎
に
入
學
者
を
集
め
各
生
徒
に
就
き
家
庭
の

事
情
趣
味
思
想
の
動
向
を
聴
取
或
は
質
疑
應
答
し
て
訓
育
の
充
実
を
期

す
い
修
學
旅
行
は
十
六
日
問
に
亘
り
毎
年
各
科
第
三
學
年
生
徒
を
以
て
組
様

近
畿
地
方
の
古
美
術
研
究
を
目
的
と
す
る
頗
る
員
摯
な
る
旅
行
圃
な
り

従
つ
て
日
程
第
一
日
は
伊
勢
大
神
宮
の
参
拝
に
始
り
大
和
地
方
に
入

り
て
は
橿
原
神
宮
を
奉
拝
國
運
の
隆
昌
と
旅
途
の
平
安
を
祈
願
し
敬
神

尊
皇
思
想
の
涵
蓑
に
稗
補
す
る
と
こ
ろ
多
し

殊

に

見

学
の
目
的
物
は

京
都
に
て
は
御
所
各
離
宮
奈
良
に
て
は
正
倉
院
其
の
他
各
地
所
在
の
社

寺
の
建
築
佛
像
工
芸
等
の
古
美
術
な
る
を
以
て
研
究
の
傍
ら
歴
史
的
回

顧
に
依
り
自
ら
国
体
の
尊
厳
な
る
所
以
を
認
識
せ
し
め
国
家
思
想
を
涵

捉
せ
し
む
る
に
至
大
の
効
果
あ
り
或
は
又
旅
行
中
の
一
夜
を
室
生
寺

の
如
き
千
年
の
古
刹
に
求
め
地
方
有
識
の
士
を
招
き
て
古
美
術
に
関
す

る
講
話
其
の
他
精
神
講
和
を
傍
聴
せ
し
め
て
修
捉
の
一
端
と
す

⇔
現
下
の
時
局
を
認
識
せ
し
む
る
必
要
上
学
校
に
て
行
は
る
4

行
事
に
は

宮
城
、
靖
國
神
社
の
遥
拝
出
征
将
士
の
武
運
を
祈
る
獣
稿
を
先
行
要
件

と
し
て
行
事
の
都
度
校
長
配
励
将
校
其
の
他
の
教
官
に
よ
り
時
局
の
軍

大
性
と
國
民
の
覚
悟
を
強
調
力
説
す

神
社
、
明
治
神
宮
の
参
拝
を
為
す

〔二
、
生
徒
ノ
風
尚
ヲ
高
メ
風
紀
ノ
振
粛
ヲ
闘
ル
為
特
二
講
ゼ
ル
措
置
如
何
〕

二
、
に
関
し
て
は
各
科
生
徒
間
に
開
催
せ
ら
る
4

各
種
の
會
合
に
は
生
徒
主

事
其
の
他
教
官
等
随
時
臨
席
し
て
校
外
生
徒
の
模
様
を
聴
取
し
機
宜
風
紀

上
の
問
題
に
就
て
注
怠
を
喚
起
し
、
或
は
思
想
上
の
問
題
に
言
及
し
時
局

下
互
に
戒
心
す
べ
き
様
懇
話
を
な
し
居
れ
り
又
校
外
に
て
行
は
る
A

同

級
会
同
郷
會
に
も
臨
席
し
て
生
徒
の
風
尚
の
向
上
に
留
慈
す
因
に
校
友

會
の
事
業
中
に
茶
道
部
、
謡
曲
部
、
歌
道
部
、
書
道
部
等
あ
り
て
生
徒
の

風
尚
振
作
上
寄
与
す
る
所
多
し

〔三
、
生
徒
ノ
放
授
並
二
之
ガ
指
磁
二
瀾
シ
特
二
留
慈
シ
テ
措
骰
セ
ル
事
項
如

何
〕

――-
、
生
徒

一
般
の
教
育
に
関
し
て
は
生
徒
所
屈
の
各
科
教
官
を
中
心
と
し
て

行
は
し
め
居
れ
り
、
従
っ
て
生
徒
は
日
常
当
該
科
専
屈
教
授
の
優
秀
な
る

技
術
と
人
格
に
接
し
て
自
ら
芸
術
は
人
格
の
表
現
な
り
と
の
信
念
を
深
め

人
格
の
完
成
は
美
術
家
た
ら
ん
と
す
る
者
の

必
要
條
件
な
る
こ
と
を
自
覚

せ
し
む
る
様
指
禅
す

〔四
、
数
員
ノ
氣
風
ヲ
振
起
シ
テ
撃
校

一
致
ノ
宜
ヲ
畢
グ
ル
為
特
二
講
ゼ
ル
方

途
如
何
〕

四
、
に
関
し
て
は
校
内
恒
例
の
行
事
た
る
防
火
油
習
及
近
年
実
施
さ
る
4

防

空
演
習
に
は
全
教
官
職
員
生
徒
を
動
員
し
て
各
部
署
に
就
か
し
め
畢
校

一

致
の
氣
風
を
振
起
せ
し
む
る
上
に
効
果
あ
り
、
殊
に
昨
年
よ
り
開
始
さ
れ

た
る
勤
傍
作
業
の
如
き
は
此
の
目
的
を
逹
成
す
る
に
最
も
効
果
あ
り
と
思

惟
す
る
が
故
今
後
も
勤
傍
作
業
に
一
段
の
工
夫
を
加
へ
全
校
職
員
を

一
園

又
時
々
生
徒

一
同
と
共
に
靖
國

第 2京制度確立期 800



と
し
た
る
撃
校
氣
風
の
作
興
を
期
す
、
此
の
外
職
員
間
の
親
睦
和
協
を
闘

る
為
の
歴
誼
園
体
を
結
成
し
槻
宜
懇
親
會
遠
足
会
等
を
催
し
て

一
致
協
力

の
氣
風
を
喚
起
す
る
に
努
む

二
十
一
日
羅
津

⑮

興
亜
青
年
勤
労
報
国
隊

昭
和
十
四
年
の
夏
休
み
中
、
工
芸
科
鋳
金
部
助
教
授
内
藤
春
治
と
四
年
生
生

徒
益
田
卯
咲
（
油
両
科
）
、
石
川
正
夫
（
彫
刻
科
塑
造
部
）
、
大
村
正
夫
（
同
木

彫
部
）
、
鈴
木
幸
乎
（
エ
芸
科
彫
金
部
）
、
小
林
道
彦
（
図
画
師
範
科
）
ら
五
名

が
興
亜
宵
年
勤
労
奉
仕
隊
に
参
加
し
て
禍
裟
へ
渡
っ
た
。『
東
京
美
術
』
第
十
八

号
（
昭
和
十
五
年
二
月
）
所
載
の
参
加
者
の
報
告
密
（
内
藤
、
益
田
、
小
林
、
大

村
執
筆
）
と
大
村
、
石
升
両
氏
の
談
話
に
よ
れ
ば
、
こ
の
と
き
は
各
学
校
か
ら

生
徒
五
名
す
つ
が
選
ば
れ
、
監
督
名
そ
の
他
が
加
わ
り
、
千
余
名
の
隊
が
編
成

さ
れ
、

美
術
学
校
と
し
て
は
本
校
の
外
に
京
都
絵
画
専
門
学
校
が
参
加
。
骰
用

は
全
て
国
が
負
担
し
た
。
出
発
に
先
き
立
っ
て
内
原
に
於
い
て

一
週
間
ほ
ど
厳

し
い
集
合
教
育
が
行
わ
れ
、
七
月
十
七
日
朝
、
隊
は
武
装
を
整
え
て
内
原
を
出

発
。
東
京
に
珀
い
て
宮
城
奉
拝
、
明
治
神
宮
参
拝
な
ど
を
行
い
、
帝
大
法
文
経

二
号
館
地
階
で
夕
食
。
こ
こ
で
本
校
生
た
ち
は
佐
々
木
卓
、
岡
四
郎
、
古
四
栢
吉

却
、
北
冊
大
介
ら
学
校
載
員
の
激
励
と
士
産
の
廿
納
豆
な
ど
を
受
け
取
り
、
各

家
族
、
友
人
ら
に
別
れ
を
告
げ
、
次
い
で
黒
河
独
立
隊
歌
を
合
唱
し
つ
つ
上
野

駅
に
向
け
て
行
進
し
、
再
び
校
友
、
先
翡
ら
に
見
送
ら
れ
て
列
車
に
乗
り
込
ん

だ
。
翌
朝
、
大
隊
は
新
氾
に
到
府
。
軍
用
船
松
葉
丸
に
乗
り
込
ん
で
、
市
長
の

壮
行
の
辞
、
小
学
生
た
ち
の
愛
国
行
進

rHl
、
中
学
生
た
ち
の
嘲
肌
妓
隊
、
女
学

生
た
ち

の
「
海
行
か
ば
」
の
合

nnl等
々
に
送
ら
れ
て
出
発
し
、 （

「
特
殊
文
粛
綴
鴨
」
）

に
上
陸
。
満
洲
建
設
勤
労
奉
仕
隊
の
手
帖
と
。ハ
ソ
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
さ
れ
た
。

隊
は
目
的
地
に
よ
っ
て
幾
つ
か
に
分
か
れ
、
本
校
生
た
ち
の
所
屈
す
る
黒
河
部

隊
は
同
日
夜
に
列
車
で
曖
渾
に
向
か
っ
た
。
二
十
四
日
夕
方
曖
渾
済
。
ト
ラ
ッ

ク
に
分
乗
し
て
北
に
ソ
述
領
を
眺
め
な
が
ら
宿
舎
の
某
部
隊
に
着
い
た
。
平
常

の
勤
労
作
業
は
排
水
探
を
掘
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
出
発
前
の
集
合
教
育
と
比

べ
れ
ば
作
業
は
楽
な
も
の
で
、
し
か
も
、
美
術
学
生
は
国
境
地
帯
の
実
惰
調
査

と
慰
問
と
い
う
こ
と
が
派
述
の
条
件
で
あ
っ
た
か
ら
、
絵
を
描
い
た
り
、
白
樺

の
木
で
彫
刻
し
た
り
し
て
、
そ
れ
ら
を
陸
軍
病
院
に
贈
っ
た
。
時
お
り
は
外
出

し
て
風
物
を
楽
し
ん
だ
よ
う
で
、
内
藤
春
治
は
黒
河
見
学
の
と
き
の
こ
と
を
前

掲
誌
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
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